
平成26年10月１ 日基準適用案件から 

神奈川県県土整備局の積算システムにおける測量業務委託の一位単価表構成について 

 

県土整備局の積算システムでは、有効数字 4桁の端数処理を、55000～58000番台の DIコード

では行わず、50000～53000番台のDIコードに積上げた後で行っております。 

 

1.安全費対象の場合 

 

 ア）複合でない場合 

一位単価表                           一位単価表 

                               

 

 

 

 

 

イ）複合の場合 

 一位単価表                         一位単価表 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注1：有効数字4桁とは、5桁目以降切り下げ 

注2：単位が１式のものは、単位数量当りの金額において有効数字4桁処理を行わず、円未満切捨て 

 

 

DI（50000～53000） 

 DI（55000～58000） 

 DI（55000～58000） 

 DI（55000～58000） 

DI（55000～58000） 

DI（50000～53000） 

DI（55000～58000） 

・合計額は円未満切捨て 

・単位当りの金額は有効数字4桁 

円未満切捨て 

・合計額は円未満切捨て 

・単位当りの金額は有効数字4桁 

有効数字4桁 

有効数字4桁 

有効数字4桁 

 

DI（55000～58000） 

DI（55000～58000） 

円未満切捨て 

DI（55000～58000） 円未満切捨て 

円未満切捨て 



ア）出力例（複合でない場合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここで有効

数字4桁にな

ります。 

※金額は架空のものです。 

円未満切捨てに

なります。 



イ）出力例（複合の場合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここで有効数字

4桁処理が行わ

れます。 

ここで有効数

字 4桁処理が

行われます。 

円未満切捨てに

なります。 

※金額は架空のものです。 

円未満切捨てに

なります。 

複合の場合、名称の末尾に

（複合）と表示されます。 



2.安全費対象外の場合（積算参考資料（計画・調査編） 参2-1-6～7ページ参照） 

末尾が1の子単価表ができます。この子単価表で有効数字4桁処理を行い、親単価表で安全費対象

外処理を行っています。 

 

ア）複合でない場合 

一位単価表（親）               一位単価表（子）             一位単価表 

 

 

 

 

 

 

 

イ）複合の場合 

一位単価表（親）              一位単価表（子）               一位単価表 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注1：有効数字4桁とは、5桁目以降切り下げ 

注2：単位が１式のものは、単位数量当りの金額において有効数字4桁処理を行わず、円未満切捨て 

 

 

 

 

 

 

DI（500001～530001） 

DI（55000～58000） 

DI（55000～58000） 

DI（55000～58000） 

DI（50000～53000） 

DI（500001～530001） DI（500001～530001） 

DI（55000～58000） DI（55000～58000） 

 
・合計額は円未満切捨て 

・単位当りの金額は有効数字4桁 

・円未満切捨て 

・ここの金額が安全費対象外 

DI（55000～58000） 

 

・円未満切捨て 

・合計額は円未満切捨て 

・単位当りの金額は有効数字4桁 

・ここの金額が安全費対象外 

DI（50000～53000） 

DI（500001～530001） 

有効数字4桁 

DI（55000～58000） 

 

・円未満切捨て 

DI（55000～58000） 

 ・円未満切捨て 

有効数字4桁 

有効数字4桁 



ア）出力例（複合でない場合） 

 

 

 

 

 

 

以下、DIコードの計算は安全費対象の場合の計算例と同じです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここで有効数字 4

桁処理が行われ

ます。 

※金額は架空のものです。 

この金額が安全

費対象外の単価

となります。 



イ）出力例（複合の場合） 

 

 

 

 

 

 

 

以下、DIコードの計算は安全費対象の場合の計算例と同じです。 

 

 

 

ここで有効数字

4桁処理が行わ

れます。 

※金額は架空のものです。 

この金額が安全

費対象外の単価

となります。 

複合の場合、名称の末尾に

（複合）と表示されます。 

ここで有効数

字 4桁処理が

行われます。 


